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1. 緒論
東アジアの数学を理解する上で、時間軸と空間軸は、 有効な分析手段になる 1。

漢の頃に完成した $r$九章算術\sim をパラダイムとして宋まで続いた算木の時代と明以降の

珠算清の筆算時代という時間的な変化が時間軸である。
空間軸とは、 南北中国文化の差である。准河秦嶺山脈の線より北の地方では、北中国

の麦作を主とする文化圏であり、 その農業文化を支える官製の暦算に関わる数学が発達し
た。 日本の和算 (江戸期) では、 $r$算学啓蒙 1(朱世傑、 1299年) により伝わった。 これに

対して、 その南では水稲農業であり、その豊かな経済力により発達した商業に関わる数学

が発達した。当然、官が主体ではなく、民が主体の数学である。 日本へは、 $r$算法統宗 1(程

大位、 1892年) によってもたらされている。

周知の通り、中国数学は、東アジア全体、すなわち漢字文化圏では指導的な役割を占め、
日本を含めて周辺諸国に大きな影響をあたえている。和算では、 こうした二種類の中国数
学をほとんど同時期に導入し、一方の利点を最大限に活用し、 残る一方で欠点を補完する
ことも可能であり、その意味では、 中国本土より恵まれた条件にあったとも言えよう。 こ

うして、 和算が花開いたのであるが、北中国数学、 その代表である天元術などに関する研

究は、 日中両国で成果をあげている。

しかし、 南中国、 その代表である珠算の研究となると、 あまりなされていない。 これに

は、 二つの原因が考えられる。

一つめは、史料の不足である。量的には、『指明算法 1 $\Gamma$算法統宗 $J$ に代表される 「万暦
(調) 算書群」 2を始め、 数多くの算書が残されているが、 ほとんど全てが坊刻本で、 これ

らは後世の改童が著しく、その成立当時の状態が復元できないような状態である。これは、
和算後期に影しい写本群が存在し、 多すぎてかえって研究が停滞している状況にも似てい
る。

二つめは、研究者の歴史観の問題である。 天元術やそれから発展した点竃術は現代の代

数学にも通じるものがあり、現在の視点からの研究に適している。これは、すでに清代の、
ある意味では最初の数学史家ともいえる、院元 (1764-1849) が、 清代という当時の現在か

1 参考文献の武田楠雄の論文群参照。 また、 城地茂 (2005) $r$日本数理文化交流史 $J$ 序章参照。
2 武田楠雄による分類。 武田楠雄 (1953) 「中国の民衆数学」、 武田楠雄 (1954) 「明代における

算書形式の変遷」参照.
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ら見て、 明代の数学を批判していることからも始まっている 3ことであり、 現代数学史研究

者の責任ばかりではない。

いずれにせよ、明代の数学の研究が低調であることは事実である。 1950年代に武田楠雄
$(1909\cdot 1967)$ 教授が嘆き、 自ら明代の数学史研究を行ったが、その後も研究はあまり多く

ないのが現状である。

こうした明代数学の代表的数学書の一つである \beta 指明算法\sim が台湾に数多く残っており、

筆者は台湾で 2種の $\Gamma$指明算法 $J$ を入手した。 しかも、 その 1冊は、 昭和 13 (1938) 年初

版 (昭和 16 (1941) 年再版) というものであり、 従来、 辛亥革命により淘汰されたと考え

られていたこれらの算書が 20世紀中葉まで残っていたという事実が判明した。

そこで、 台湾という中国文化と日本文化の交差点とも言うべき地で、 どのような数学書

が残っていたかを報告し、 引いては南中国数理文化の特質の一端を考察したい。先行研究

の項で述べるが、明代数学書の問題の解析は、 武田楠雄によって詳しくなされたため、本

稿では、 武田楠雄の研究当時では難しかった、 図版による分析も合わせて試みたい。

2. 先行研究

明代の数学史研究は、 上述のように盛んではない。宋代のそれに比べて、注目のされか

たが、 はるかに少なくなっている。 これは、 宋代に興った天元術が、代数学と似ているた

め、 非常に注目されたのと正反対である。 明代の数学は、後退したとまで言われている。

しかし、 珠算は、 数十年前までは、経理実務を支える道具として盛んであったため、珠

算の連盟協会内部で研究が続けられていた。これらの研究は、玉石混交の状態であるが、

重要なものも少なくない。鈴木久男 (1964) 4などは、 まとまった研究と言える。

また、 珠算書である \Gamma 算法統宗 $J$ は、 和算 5の源流であるため、 和算の研究からも珠算を

研究している.

このように、 珠算や明代数学の研究自体も多くなく、その中でも $f$指明算法\sim に関する

研究は、 きわめて少ない。和算に直接関係していないと考えるのが自然だろう。
$r$指明算法 $\sim$ の存在を最初に報告したのは、小倉金之助 (18851962)である。 1934年に大

阪で集新堂本を購入した 6。当時、 中国大陸では現存しないと考えられていた 7ので、 この写

3 $T$疇人\beta J (院元、 1795-1799年) 参照。 また、城地茂 (1996)「清代抄本《諸家算法》初探著
録者院元輿藏書家莫輿傭・莫友芝」 には、 院元についての論考がある。
4 鈴木久男 (1964) \Gamma 珠算の歴史\sim
5 日本数学史の時代区分における近世の数学。具体的には、 1712年の 7発微算法 I(関孝和、 1712
年) の刊行から明治 10 (1877) 年、東京数学会社の設立までとするのが最も一般的である。また、
この和算期も前期と後期 (\Gamma 精要算法\sim (藤田貞資、 1781年) 刊行前後) に分けて考えると、江
戸時代の和算の理解が容易である (城地茂 (2005) $r$日本数理文化交流史 $J$ :12) 。
$\iota$ 小倉金之助 (1935) \Gamma 数学史研究\sim vol. 1:2。
7 筆者の調査により中国国家図書館にも $f$指明算法\sim と類似した $r$銅陵算法 $\sim$ があることが判明
した。 なお、 東北大学の $f$銅陵算法\sim は、 小倉金之助らによって知られていた。
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本は、 李嚴に送られ日中双方で研究が始まった。

こうした中で、 明代の数学史を文化史的に取り上げたのが、先にも紹介した武田楠雄が

1950年代に発表した論文群が出色である。現存する算書の全ての問題に通し番号をふり、

その系譜を研究した。

これによれば、明代では、 \Gamma 算法全能集』『詳明算法\sim によって、 歌訣による数学公式の

暗記という方法が確定し、 以後、『算法統宗\sim 系、『指明算法\sim 系、 $r$盤珠算法 $J$ 系と 3つの

系列の数学書が出現した。しかし、民間数学であったためにその淘汰は激しく、『算法統宗 1
系、 \Gamma 指明算法 $J$ 系のみが残り、その中でも \beta 算法統宗\sim の普及は絶対的で、 現存する $t$指

明算法\sim 系算書もその影響を免れなかった。 このような明代の数学史の概況が明らかにな

ったのである。

(出典 : 武田楠雄 (1953) $\lceil$中国の民衆数学」 $:60_{\text{。}}$ )
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しかし、 この研究では、 図 1の破線で示された算書、すなわち $r$指明算法\sim の元の姿が

分からないため、現存する \Gamma 指明算法\sim は、「すぐれた万暦調中級数学書」 であるとした結

論には、 異論も出ている。

明代の珠算書を体系的に記述した児玉明人 (1970) 8でも異論が提起されている。児玉は

明記していないが、『指明算法 $J$ は $F$算法統宗\sim の影響下で成立したものであるという結論

と推定できる。この両者の意見には、結論を下すことが出来ない。それは、紙面の関係で、

武田は 5000題にも及ぶ全明代数学書の問題群対照表を明記しなかったためである。後世の

数学史研究者は、武田と同じ努力をしても、その結論を追確認するだけにかもしれないと

いう恐れに立ち向かえないからである。

珠算の立場から内容的に分析した先行研究として、戸谷 (1960) があげられる。「混帰法」

の名称から、 現存する $r$指明算法 4が古い時代の $\Gamma$指明算法 $J$ を引き継いでいるとした 9。

これは、 数学的内容から 1指明算法 1 を分析したものであり、 第 4節で詳述したい。
李撮 (1958) 1 では、 \Gamma 銅 (桐) 陵算法\sim が、 \Gamma 指明算法\sim と極めて近いものと報告されて

いる。 関孝和の \Gamma 括要算法\sim 11の円周率で 315という数値が「桐陵法」 となっているが、

これも失われた \beta 指明算法 1 もしくは \beta 銅陵算法 $J$ に記述されていた数値であれば、和算

に対する影響として重要である。 しかし、 残念ながら現存する $f$指明算法 $J\cdot f$銅陵算法 $J$

には円周率の記述はない。

図 2 「桐陵法」 (\Gamma 括要算法 $J$ (関孝和、 1712年) 巻 $4$
、

$7$ 丁裏 (早稲田大学本))

8 児玉明人 (1970) ($i$十六世紀末明刊の珠算書』
9 戸谷清一 (1960) 「混帰法と指明算法」
10李嚴 (1958:1998) 「\langle \langle 銅陵算法》的介紹」
11 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$括要算法\sim 巻 4(平山諦 (他) (編) (1974) $F$関孝和全集\sim :349)
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また、 李嚴は、現存する『指明算法$Jr$銅陵算法 $S$ に深く関わった前嘉会 (17世紀頃) と

王相 (17世紀頃) 12について調査した。 これによれば、 王相は、 瑛那 (安徽省源州市壊那

区) か臨川 13 (江西省撫州市臨川区) 人とある 14。銅陵とは、 現在の安徽省銅陵市であり、

その地名によるものである。なお、安徽省は、程大位 $(1533\cdot 1603)$ の生家 (安徽省黄山市

屯渓区) もあり、 珠算の中心地 15である。
このように、 問題の解析は、武田らによって詳しくなされているため、本稿では、’ 武田

らの研究当時 (1950年代) では難しかった、 図画も使った分析を試みたい。つまり、 数学

的内容だけではなく、挿絵や後述する 「蘇州礪」 といった部分からの分析である。

8. $r$指明算法 $J$

現存する $T$指明算法 $J$ は、 集新堂本 (早稲田大学) 、 同重刻本 (東北大学未整理本力 ?、

城地茂蔵書) 、 集成堂本 (台湾大学、早稲田大学) 、 書蘭亭本 (国会図書館 16) が報告されて

いたが、 台湾大学に $r$指明算法精要 1 (1887年力) が所蔵されていることが分かり、 また、

台中の瑞成書局の $r$指明算法」 (城地茂蔵書) の存在が明らかになった 17.

原本は、 明正統 2 (1439) 年に、 夏源沢によって出版されたと $\Gamma$算法統宗 $J$ に記述が

ある 18が、 この版本は発見されていない。 しかし、 これが、 \Gamma 算法統宗 $J$ の頃まで伝わって

いたのは確実で、 明代の蔵書家の目録にも記述されていたことが判明した。

明の蔵書家、 高儒 (16世紀) の $\Gamma$百川書志 $\sim 19$ (高儒、 1540年) 巻 11子部には、

「指明算法二巻 不知作者二十四則」

と明記されていたのである。これによると、 $T$算法統宗\sim の出版された 1592年の 50年以
上前の段階で、すでに著者が不明になってしまっている。程大位が、 なぜ、 夏源沢が著者
としたのかは不明である。

現存するもっとも善本と考えられる集新堂本と比べて、巻数は同じだが、項目は 24と半

$I2$ 字晋升、号訊篭。東北大目録、 児玉明人 (1970) $T$十六世紀末明刊の珠算書$J47$ では王相

晋となっているが、 王相が正しいようである。
13 $r$中国人名辞典\sim :109では、 臨川人となっている。
$\iota\iota$ \Gamma 絵意云箋 $J$ (蒋守誠、 1677年) を参訂した際に、 題には臨川とあり、巻 4には壊那とある。
なお、蒋守誠 (安徽省義興 (現、合肥市義興鎮) 人) は、 \Gamma 算法全書\sim (1675年) 撰とある。 (李
撮「銅陵算法的介紹」 :364-365)
15近年 (1980年代) まで珠算の生産地であった。 この特徴は生漆 (朱塗り) の珠にある。筆者
の管見によれば、広東省では黒漆、漸江省では白木が多いようである。
10 $|B$ . 上野帝国図書館蔵書。
$I$ ? 城地茂 (投稿中) 「瑞成書局版 $f$指明算法\sim -日本統治時代の台湾における漢籍数学書の出版」
参照。
18 $r$算法統宗 $J$「算経源流」に「指明算法 正統巳未 江寧・夏源沢・作、而九章不全」 とある。
19 「百川書志データ」 (二階堂善弘教授運営)
ht $tp;//www2$ . iPcku. kansai-u. ac. $in\Gamma nikaldo/baichuan$ . html
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分程度になっていることが分かる $20_{\text{。}}$

$2-$ 推測が許されるなら、『銅陵算法\sim に近いものが $f$指明算法\sim となったとも考えられる。
21 「先生」 欠
22 「先生」 欠
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23 方円三角互相求円、方田図式、長田図式、円田図式、圭田図式 (二等辺三角形)、斜圭田図式、
稜形田之図式 (菱形) 、 勾 (句) 股田之図式、 半稜形田之図式、覆月田図 (式) (半円) 、 弧矢形
田図式 (半円上部) 、 梯田図式 (台形)

、 二不等田、斜田図式、環田図式、火炉図式 (正方形に円
形)、 銭田図式 (円形に正方形) 、 三広田式、 鼓田図式、 箭袋田之図、牛角湾円図式、眉田図式、
四不等形田図式、方減勾股田図式、 均尺形田図式、二圭相扮田式、五不等田図式に細分される。
24 方倉、 円倉、 尖堆、 椅壁、 内角、 外角、 方容、 円容に細分される。
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表 1 $\Gamma$指明算法 $J$ の目録 (出典 : 原史料より作成)

\Gamma 指明算法\sim は、縦 174cm 横 12cm (城地本) という小型であるが、多文斎本、精要本、
瑞成書局本は、さらに小型で、縦 15cm横 10cm というポケットサイズである。つまり、瑞

成書局が戦時の緊縮型なのではなく、多文斎本のころから、すでにこの大きさになってい

たのである。

表 1のように内容は、 \Gamma 指明算法\sim では中級、 $\Gamma$指明算法精要\sim 、 瑞成書局本では上巻だけ

であり、 初級の数学書と言える。 このような分類は、 明代まで残っていた \Gamma 九章算術 1に

よる分類が適当だろう。後述するように、『九章算術\sim のパラダイムを踏襲したかどうかが、
大きな問題になってくるが、 形式ではなく、 内容としてどこまで記述したかを見るには、

比較の対象としてふさわしいはずである。

明代後期、 万暦期の数学書の特徴は、 $r$九章算術 1のような大部のものではなく、 2巻程

度で速習できる実用数学書である。また、 $r$九章算術\sim と同名でも、 明代民間数学では全く
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異なった内容もある。 しかし、 少なくとも明代の数学者が考えていた分類では、 どこに位

置するのかによって、 その 「数学的」 程度が推定できる。

初級と考えられるのは、 \beta 九章算術』 の 1\sim 3章である。 すなわち、 方田、 粟米 (明代以

降では粟布) 、 衰分 (明代以降では差分) である。 面積や比率計算で、 明代になっても珠算

が活きる分野で、 計算主体の部分である。

中級は、少広、商功、均輸である。 これらの部分は、宋代までの官僚数学の部分であり、

明代では重視されなかった部分である。 名称は同じでも、実際は異なるような問題も少な

くない。 少広では、 開平方や開立方といった高次方程式へと繋がる分野があるが、 $r$指明算

法 $J$ では取り上げられていない。 これは、 明代の数学書の典型であって、むしろ、 これら

を取り上げた $\Gamma$算法統宗 $J$ の方が異例である。珠算でも、 開平方や開立方ができる (算木

が不要である) というのが新機軸で、 これによって、 $r$算法統宗 4 は明代の数学書生き残り

競争に勝利したのではないだろうか。 もちろん、 九章を全て整えた版 ( $\Gamma$新編直指・算法統
宗」) と、 簡略版である『算法纂要」 (程大位、 1598年) を揃えたという出版戦略が奏功し

たのが、 占有率を高めた最大の理由だろう。

明代の数学書全てが扱っている 「雑法」 と言われる、 単に四則計算だけでは解けない問

題がある。 ここでは、「鶴亀算」 に相当する 「維 (鶏) 兎同俺」題を見てみよう。 この問題
は、 仮定を使って計算するので、 10歳児程度に適する問題である。算術的に中級の問題と

いえよう。

(雑法歌)

鶏兎同籠不識数 三十六頭籠中露

看来脚有一百隻 幾侶 25鶏児幾個兎 26

答日 鶏二十二隻 兎一十四隻

法日、 置総頭、倶以:因之、得謡:。内除原脚 g-余臨、折半得鶏叢。置総頭、 内減去叢
余是兎叢合間。

鶏と兎が同じ籠にいるが数が分からない。 36の頭がでて、足が 100足である。

鶏がいくつで、 兎がいくつ ?
法にいう。頭の総数を置いて、 4足をかけて 144足になる。それから、 問題の足

の数 100をひいて、あまり 44足になる。半分にして」、鶏 22羽がえられる。頭の総

数を置いて、 22羽をひいて、 あまり兎 14羽となり、 問題に合う。

このように、 まず全てを兎と仮定すると足は 144足にならなければならない。 しかし、

実際の足は 100足なので、 44足多くなる。兎 1羽が鶏 1羽に変わると足が 2足減るので、

f$ 書蘭亭本作「個」 29丁裏
$\iota\iota$ 多文斎本、 41丁裏
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44足の半分の 22羽が鶏になる。総数は 36頭で 22をひいた 14羽が兎になるというもので
ある。

なお、『指明算法 1にはないが、初歩的な代数ともいえる、盈不足 (明代以降は盈腋) 、 方

程、 句股が上級ということになる。蛇足であるが、 天元術や大衛総数術といったものが上
級超えたもの、 強いて言うなら超級ということになるだろう。

瑞成書局本『指明算法\sim では、初級数学書という意味合いで、 この「鶴亀算」は集録され
ていない。

ところで、 $\Gamma$指明算法 1 には、「混帰法」 という名称が見える。 この名称は、 $f$数学通軌 1
(1578年) は「帰除法」の中に「混除法」を含んだ形であるが、 $r$指明算法 1では、独立し
ている 27。

詳明算法 (1373) 28 指明算法 算法統宗 (1592)

法一位 九帰法 九帰法 九帰法

法二位 (法首 1) 身外減法 混帰法 帰除法

法二位 (法首 2\sim 9) 帰除法 帰除法 帰除法

表 2 明代の割り算の名称:’

「混帰法」 とは、 11\sim 19までの割り算で、それぞれ例題を出している。戸谷 (1960) で

は、 $72\div 18=4$ を例に説明している。 (下図は帰除法による演算)

除数 (法) 商 被除数 (実)

18 72
182 逢七進七十

18 12 帰一倍一

18 22 帰一倍一

18 32 帰一倍一
$0$ 四八 三+二

表 3 帰除法

まず 72を 10で割ると 7になる。 さらに $7\cross 8=56$ を引かなければならないが、 2なの

で引けないので、 1を帰すと 12になる。 $6\cross 8=48$ も引けないので、 もう 1を帰し 22にす

る。 $5\cross 8=40$ でも引けないので、 もう 1を帰し 32にすると引けるので、答えが 4になる

というのが「帰除法」である。 このとき、 法首が 1だと、すぐ最初の商 7が分かるという

27 戸谷清一 (1960) 「混帰法と指明算法」 42-43.
$:\iota$

$r$算法全能集 1 も同じ。
29 戸谷清一 (1960) 「混帰法と指明算法」参照 o
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のが通常の 「帰除法」 との差異である。

図では、 商と 「実」 を一桁空けたが、 実際には空けないで計算をする。逢七進七十であ
るので、 702になるのである。そのため、数を帰したときに数値が 10を超えてしまうと計
算が難しくなる。そこで、 梁上二珠・梁下五珠の珠算の方が使いやすいのである。

台湾で近年まで梁上二珠・梁下五珠が残っていたのは、 1斤 16両の度量衡ばかりではな
く、 このような計算が残っていたこともその原因と考えられる。

4. \Gamma 算法統宗 $J$ の「師生問難」図から \Gamma 指明算法 $J$ 珊成書局本の「書生独学図」
への変化
瑞成書局は、 台湾で現存する書店としては最古とされている。 しかも、 総督府の置かれ

ていた台北ではなく、 台中に置かれていたというのは興味深い。
大正元 (1912) 年、 許克綴 (1890.1983)氏が、台中第一市場の中で開いた屋台の本屋が起

源である。その後、 台中市緑川町 (現、 台中市東区双十路) に店舗を構え、 昭和 7 (1932)

年から、 出版も始めている。 日本統治下にあって、漢籍の販売を続けた書店であった。 台

湾に現存する書店としては、最古のものとされている。

昭和 13 (1938) 年に \beta 指明算法 1 を出版、 昭和 16 (1941年) に再版している。 この版
本の内容は、 台湾大学に所蔵されている \Gamma 指明算法精要\sim と同じである。つまり、 上巻だ

けである。

しかも、 袋とじになっておらず、 両面に印刷されており、 したがってベージ数は従来の
$r$指明算法精要 1の丁数の 2倍になっている。 これは、 物資の欠乏で再版版からこのよう
な形式になったのか、初版が発見されていないので、 断定できない。 なお、 線装 (五穴綴

じ) になっている。

扉の部分からでは、 一見、 従来の $r$指明算法 $J$ とは異なったデザインになっている。 つ

まり、 昭和初期の最新科学とも言うべき電灯の元で珠算を学ぶ少年が描かれている。便宜
的にこれを「書生独学図」 と名付けたい。 $t$指明算法精要 1|ここの図があったかどうかは不
明であるが、 同書には赤表紙の断片が残されており、何らかの扉頁があったと思われる。
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しかし、 図 3-1は、『指明算法\sim の伝統的な図 (図 4) の近代版なのである。そして、 こ

れは、 \beta 算法統宗\sim 巻 13の冒頭にある 「師生問難」 (図 5) にまで遡ることができる。

図 4 「師生問難」 図 3 図 5 「師生問難」 図 湯浅訓点早稲田大学本

図 4、図 5では、左から陽光が降りそそぎ、師匠と弟子が難題を珠算で解くという構図で

あり、 明らかに図 8は影響を受けている。構図的には、 難問を師匠が教えるというものか

ら、 小学生が独習するという風に変わり、 瑞成書局本では、 初級数学書という事を一目で

分かるようにしていると言っていいだろう。

しかし、 [算法統宗\sim では、 本来、 ここには、 程大位の像 (「賓渠程君小像」) のはずであ

る。 なぜなら、 その次には、呉宗儒の「賓渠程君小像賛」があるので、 落丁などの間違い

ではない。 しかし、 現存する『算法統宗\sim 三桂堂本 (1592年?) では、 これが無くなってい

図 6 \Gamma 算法統宗 $J$ 湯浅本 (1676年) $\theta 1$ 図 7 $\Gamma$算法統宗 1文興堂本 (1716年) il

$l0$ 表紙の裏に、樹杞林街 (現、 新竹県竹東鎮) の陳成財氏の署名がみられる。樹杞林街は、客

家の集落として有名で、 1800年ごろより開墾された地域である。集新堂重刊版 (城地茂蔵書)
31 $\Gamma$算法統宗\sim 湯浅得之訓点本、 早稲田大学図書館蔵本、巻 $13$

、
$3$ 丁裏。

32 $\Gamma$算法統宗\sim 文興堂本 1丁裏、 2丁表 (梅栄照李兆華 (校) (1990) $r$算法統宗校釈\sim :46)
。

なお、 任継愈 (他) (編) (1993) 7中国科学技術典籍通彙\sim「数学巻」 2:1226-1227も同じ版本で
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るものがある。 日本で復刻された湯浅訓点本 (1676年) では、 三桂堂本を使っているが、

図 (「賓渠程君小像」) が空白になっている。

これに対して、図 7のように、中国で流布した文興堂版 (清康煕 55 (1716) 年) では、

「賓渠程君小像」 が描かれている。

このように、 \Gamma 算法統宗』の著者程大位像を別の数学書である $r$指明算法\sim が直接は載

せていないが、 それは、 避けたのではなく、 $r$指明算法 $J$ の重刊者王晋 (もしくは現存す

る版本の編集者) が手にした \beta 算法統宗 4 の版本に 「賓渠程君小像」が無かったからと考

えられる。 $r$指明算法 $\sim$ を手に取ると、 \beta 算法統宗 $J$ と見まがうように各種の図が配置され

ている。「賛 (呉宗儒) 」「龍馬負図」「河図」「洛書」「伏義則図作易図」「洛書羅数」「洛書

易換数」「九官八卦図」「黄鍾万事根本図」 と順番まで同じである。

このように図版を配置した意図は $r$指明算法\sim の売り上げを伸ばすため、 $r$算法統宗 1の

いわば商標登録を真似たのかどうか、今となっては明らかではないが、 少なくとも現存す

る $r$指明算法』 は、 $r$算法統宗 $J$ の影響を色濃く残しているのは明白である。 そして、 その

名残が 20世紀の瑞成書局本まで伝えられたのである。

5. まとめ
現在 \Gamma 指明算法 $J$ は台湾でしか発見されていないが、台湾で昭和時代まで復刻されたと

いうことは、 その原本が、 中国大陸にも残っていたという事である。

また、 表 1にもあるが、 $r$指明算法\sim にも 「蘇州礪」 の記述がある。 これは、 民間の市場

などで使われた特殊な数字で、香港では 21世紀の現在でも使われているが、台湾でも 1970

年代ぐらいまで使われていた。

図 8 「蘇州碍」 の字体 (Unlcode による)

このように、 台湾でも 「蘇州砺」や梁上二珠梁下五珠の珠算が残っていた原因の一つ

は、 $r$指明算法』などの中国数学書が 20世紀までその文化的生命を保ってきたことと考え
られる。

$\Gamma$算法統宗 $J$ 系の珠算書は $f$九章算術 $\sim$ のパラダイムとも言える 9種類に分類し、 それ

を逐次記述するという形式を取っている。 したがって、 9巻以上の大部な数学書になって

しまう。それに対して、 7指明算法 $J$ では、 2巻 (もしくは 1巻) という小部なもので、そ

の簡便性で生き残ったと言えよう。

そして、和算で最も重要な書籍の一つである $\Gamma$塵劫記\sim (吉田光由、 1627年) は、 \Gamma 算法

ある。
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統宗\sim 系の $\Gamma$九章算術\sim のパラダイムではない。むしろ、 \Gamma 指明算法 $J$ 系に近いとも言える

だろう。したがって、和算との関係で、 $r$指明算法\sim の研究が待たれる。今後の課題として、
$r$銅陵算法\sim と $\ovalbox{\tt\small REJECT}$指明算法 $I$ との関係を考察する必要性を指摘したい。

指明算法 銅陵算法 (東北大学本) 18

扉 (黄紙) 不明

王相重刊序 不明

目録 不明

師弟問難図 不明

賛 (呉宗儒) 不明

龍馬負図 不明

河図 不明

洛書 不明

伏義則図作易図 不明

洛書羅数 不明

洛書易換数 不明

九官八卦図 不明

黄鍾万事根本図 不明

目録 不明

巻上

算盤定式 上巻

九九上法 上巻

九九退法 上巻

九因合数 (掛け算九九) 上巻

九帰歌 上巻

乗除加減倍折総訣 上巻

算至極数法 (大数、小数、度量衡) 上巻

変算口訣 上巻

(算学節要) 上巻

分別法実左右図、 初学盤式 上巻

九帰算法九因還原法 上巻

(暗馬式) 不明

帰除法 上巻

撞帰法 上巻

便蒙法塞総訣 上巻

混帰法歌訣 上巻・下巻

11李撮 (1958;1998) $rr$銅陵算法 $J$ 的介紹」。
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分別物価乗除法実歌訣 下巻

斤両法歌訣 欠

載両為斤歌 下巻

傾煎論色 下巻

巻下

丈量田地総歌 下巻

田畝科糧帯耗法 下巻

田中算稲法 下巻

盤宴倉害歌 \Gamma 算法統宗\sim 巻 4布粟

論塩散堆量 $f$算法統宗\sim 巻 4布粟

算土方法 $r$算法統宗 4巻 7商功

算量船載米法 欠

操物法 1算法統宗\sim 巻 7商功

度影量木法 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$算法統宗\sim 巻 7商功

方円三稜束法総歌図説 $\Gamma$算法統宗\sim 巻 7商功

堆壕法総歌 『算法統宗 4巻 7商功

半堆法総歌 『算法統宗\sim 巻 7商功

差分法総歌 $r$算法統宗 $J$ 巻 5

異乗同除法 $\Gamma$算法統宗\sim 巻 2

同乗異除法 7算法統宗 1巻 2

異乗同乗法 $r$算法統宗\sim 巻 2

同乗同除法 $r$算法統宗 4巻 2

貴賎差分法 『算法統宗 4巻 5

盈肋法 $r$算法統宗\sim 巻 8盈#肉
雑法歌 $r$算法統宗\sim 巻 12

定身減法加法歌 『算法統宗』巻 1

金蝉脱穀法 $\Gamma$算法統宗 4巻 12

舗地錦法歌 下巻

掌中定位法 下巻

一掌金法 下巻

表 4 $r$銅陵算法 $J$ と $f$指明算法 $J$

表 4のように $\Gamma$指明算法 $J$ は $\Gamma$銅陵算法 1の内容を含み、そして、 $r$銅陵算法 $J$ にない部

分のほとんどは $r$算法統宗\sim にあるという関係である。 これら 3者の関係が明らかにな
れば、 \Gamma 塵劫記 1の成立過程が明らかになるかも知れない。なぜなら、再度強調するが、
九章という形式を墨守しようとした \Gamma 算法統宗\sim 系列に対して、それから逸脱した \Gamma 指
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明算法 4系列というのが、 明代数学の概況だが、『塵劫記\sim が九章から逸脱しているの

は明らかだからである。

6. \Gamma 指明算法 $J$ の版本
指明算法 (明 夏源沢、 正統己未 (1439) 年 84 散逸

高儒蔵本 (1540) 散逸

福州集新堂 86本 (早稲田大学小倉文庫)

以文居本 36 (東北大学岡本文庫)

書蘭亭本 37 (国会図書館)

集成堂本 38 (台湾大学楊雲藩文庫 $39$
、 早稲田大学小倉文庫 40)

福州集新堂重刻本 $41$
、 成戌 (1898年) (東北大学未整理$42$

、 城地茂 43)

多文斎本 (名倉蔵書、 和算研究所影印本$u$)

指明算法精要 46 (台湾大学日本善本)

瑞成書局本 46 (1938;1941年) (城地茂)
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Southem Chinese Mathematical Arts Transmitted into Japan
The Suanfa Tbngzongand the $ZA\dot{m}\dot{w}g$Suanfa to the Jinkok

Shigeru J0CHI
Graduate School of laPanese Studies

Nat i0na1 Kaohs iung Fi rs $t$ Univers \ddagger ty of Science and Techno 10gy

Abstract
IaPanese mathematics in the Edo peri0d was established on S0uthern Chinese

mathemat ics in the Ming dynas ty. Southern Chinese mathemat icians used the abacus
instead of c0unt ing r0ds in Northern Chinese. But there are few $s$ tudies f0r history

of mathemat ics in the Mlng dynasty. EsPecially, there are few studies about the
ZhimIng Suan$fa$.

Thus the author $s$ tudied the lhimIng Suan$fa$ based on Prof. Takeda Kusuo‘ $s$

$(1909\cdot 1967)$ studies. Our method is that using the figures of mathematical arts
because it was quite difficult to 8tudy figures Prof. Takeda Kusuo‘ $s$ days.

We can $f$ ind $s$ ome vers ions of the Zhiming Suanfa in Taiwan. More, there \ddagger $s$ the
1938‘ $s$ version in Taiwan on the Iapanese rule age. The Zhiming Suanta is only 2
chapters book, It is not the $s$ ame of the Jiuzhang Suan$fs$ and the Suanfa Tongzong,

which has 9 chapters. And we know the Jinkokf is als0 not 9 chapters.

The number of Suzhou-ma was dr0wn in the Zhiming Suan $fa$ , thus Taiwanese use the
Suzhou-ma unt il 1970‘. $s$ .

Key Words: the $lh$ imng Suanfa, Japanese mathemat ics, Chinese mathemat ics, Suzhou-ma
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